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四
月
か
ら
九
月
の
祭
事
暦

 

四 

月
〇
神
武
天
皇
祭
遥
拝�

四
月
　
三
　
日
（
日
）

〇
御
使
殿
大
御
供
式�

四
月
　
十
　
日
（
日
）

〇
馬
頭
人
大
御
供
式�

四
月
　
十
八
日
（
月
）

〇
宵
宮
祭�

四
月
二
十
一
日
（
木
）

●
古
例
大
祭�

四
月
二
十
二
日
（
金
）

〇
後
宴
祭�

四
月
二
十
三
日
（
土
）

〇
昭
和
祭�

四
月
二
十
九
日
（
金
）

 

五 

月
〇
喜
寿
莚
寿
祭�

五
月
　
十
三
日
（
金
）

〇
米
寿
莚
寿
祭�

五
月
二
十
八
日
（
土
）

 

六 

月
〇
御
田
植
祭�

六
月
　
五
　
日
（
日
）

○
崇
敬
会
大
祭�

六
月
　
十
九
日
（
日
）

○
六
月
古
例
祭�

六
月
　
三
十
日
（
木
）

○
夏
越
大
祓
式�

六
月
　
三
十
日
（
木
）

 

七 

月
○
金
婚
莚
寿
祭�

七
月
　
二
　
日
（
土
）

 

八 

月
〇
万
灯
祭�

八
月
三
・
四
・
五
日
（
水
・
木
・
金
）

 

九 

月
○
九
月
古
例
祭�

九
月
　
九
　
日
（
金
）

○
傘
寿
莚
寿
祭�

九
月
　
十
六
日
（
金
）

○
秋
季
皇
霊
祭
遥
拝�

九
月
二
十
三
日
（
金
）

○
抜
穂
祭�

九
月
二
十
五
日
（
日
）

○
池
坊
献
華
式�

九
月
二
十
七
日
（
火
）

○
講
社
大
祭�

九
月
二
十
八
日
（
水
）

 

諸 

祭
○
御
日
供
祭

　
　
毎
日
午
前
七
時
よ
り

○
お
つ
い
た
ち
参
り

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
の
午
前
七
時
よ
り

○
月
次
祭

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
・
十
五
日

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

差符を受ける馬頭人・御使殿



ご

挨

拶

宮
司
　

岡
　
秀
和

真
心
を
以
っ
て
、
真
摯
な
祈
り
を
捧
げ
る
事
で
す
。
豊
か
な
日
常
と
生

命
の
活
性
化
や
活
力
を
得
る
事
で
日
常
生
活
に
於
け
る
秩
序
と
調
和
を

維
持
す
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
の
事
は
神
社
で
行
う
祭
祀
の
み

な
ら
ず
、
家
庭
祭
祀
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
根
本
的
な
精
神
は
同
じ
事
が

言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

数
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
の
情
勢
は
不
安
定
に
な
っ
て

い
て
、
恐
ら
く
人
心
も
変
化
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
が
終
息
し
た
後
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
祭
祀
を
以
前
の
姿
に

戻
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
不
安
さ
え
感
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
先
人
の
祈
り
に
思
い
を
致
し
、
往
古
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
あ
る
祭
祀
を
、
い
か
に
世
の
中
が
変
化
し
よ
う
と
本
質
を
違
え

ず
護
り
伝
え
て
行
く
か
。
今
、
御
社
を
預
か
る
者
に
課
せ
ら
れ
た
大
切

な
使
命
が
あ
る
事
を
肝
に
命
じ
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
悠
久

の
歴
史
あ
る
祭
祀
を
須
く
将
来
に
伝
え
る
べ
く
皆
様
方
の
ご
理
解
と
格

段
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
完
全
な
る
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
い
、
あ
る
べ
き
姿
の
祭
祀

が
出
来
る
よ
う
、
元
の
静
謐
な
社
会
に
戻
る
事
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

伝
統
あ
る
祭
り
の
継
承

　

今
年
も
桜
花
の
季
節
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
多
賀
さ
ん
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
大
小
約
五
百
件
以
上
の
お
祭
り
を

執
行
し
て
い
ま
す
が
、
総
じ
て
お
祭
り
は
毎
年
日
時
が
決
ま
っ
て
い
て
、

恒
例
の
行
事
と
し
て
長
年
同
じ
よ
う
に
繰
り
返
し
て
き
た
祭
祀
が
多
い
も

の
で
す
。
残
念
乍
ら
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
、
最
重
儀
で
あ
る

古
例
大
祭
を
始
め
各
祭
祀
に
つ
い
て
、
ご
参
列
の
ご
遠
慮
や
直
会
を
縮
小

す
る
な
ど
難
し
い
判
断
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
祭
祀
の
執
行
に
諸
々
配

慮
し
三
密
を
避
け
つ
つ
苦
慮
致
し
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
既
に
二
年
を
経
て
、
昨
年
末
よ
り
県
下
は
元
よ
り
近
隣
県

に
も
罹
患
者
が
減
少
し
、
安
堵
し
た
の
も
束
の
間
、
第
六
波
と
も
い
う
べ

き
、
今
年
に
な
り
罹
患
者
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
上
は
、
神
社
の
責
務
で
あ
る
、「
先
神
事
」
を
熟
慮
し
、
氏
子
崇

敬
者
の
理
解
を
得
て
、
形
態
を
多
少
変
更
し
な
が
ら
も
、
安
心
安
全
を
優

先
し
、
古
く
よ
り
先
人
た
ち
が
護
り
伝
え
て
き
た
祭
り
の
本
質
を
変
え
る

こ
と
な
く
将
来
に
繋
が
る
よ
う
そ
の
継
承
に
鋭
意
努
力
を
続
け
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
祭
り
と
は
、
平
素
の
神
恩
に
感
謝
し
、
明
る
く
清
ら
か
な
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ご
挨
拶



　
三
月
十
七
日
　
五
穀
豊
穣
を
祈
る
恒
例
の
祈
年
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す

　
県
内
の
豊
年
講
員
を
代
表
し
て
本
年
は
長
浜
市
六
荘
北
地
区
大
世
話
係
の
中な
か

嶋じ
ま

嘉か

壽ず

夫お

氏
が

祈
年
使
を
ご
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

豊
年
講
春
季
大
祭
祈
年
使
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り

�

祈
年
使　
中な

か

嶋じ
ま　

嘉か

壽ず

夫お

　
去
る
一
月
十
四
日
豊
年
講
大
世
話
会
に
お

い
て
、
豊
年
講
員
を
代
表
す
る
祈
年
使
に
選

出
さ
れ
、
今
年
の
祈
年
祭
を
ご
奉
仕
さ
せ
て

頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
住
ん
で
お
り
ま
す
長
浜
市
の
勝
町
は

区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
、
耕
作
が
不
能
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
直
接
農
業
に
携
わ
っ

て
い
な
い
私
が
、
こ
の
よ
う
な
大
役
を
引
き

受
け
て
良
い
も
の
か
と
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
多
賀
の
大
神
様
か
ら
の
ご
指
名

を
ご
縁
と
思
い
、
三
月
十
七
日
の
当
日
は
六

荘
北
地
区
の
世
話
係
と
共
に
誠
心
誠
意
ご
奉

仕
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
四
月
二
十
二
日
、
当
社
の
最

重
儀
で
あ
る
古
例
大
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
す
。

　
本
年
の
馬
頭
人
は
西に
し

山や
ま

憲の
り

和か
ず

氏（
犬
上
郡
豊
郷
町
地
区
選
出
）

が
御
使
殿
は
一い
ち

圓え
ん

佑ゆ
う

也や

氏
（
多

賀
町
一
円
区
選
出
）
が
そ
れ
ぞ

れ
大
役
を
ご
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
神
輿
・
鳳

輦
の
巡
行
を
取
止
め
、
御
霊
を

榊
に
御
移
し
て
お
渡
り
を
執
り

行
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
従
来

の
絢
爛
豪
華
で
賑
や
か
な
大
行

列
が
多
賀
町
内
を
練
り
歩
け
る

事
を
願
い
ま
す
。

祈
年
祭
（
豊
年
講
春
季
大
祭
）

馬頭人　馬頭人　西西
にしにし

山山
やまやま

　　憲憲
のりのり

和和
かずかず

��氏氏
昭和21年11月10日生（75歳）昭和21年11月10日生（75歳）
◦住所　彦根市西今町◦住所　彦根市西今町
◦現職　西山繊維㈱　代表取締役◦現職　西山繊維㈱　代表取締役

御使殿　一
いち

圓
えん

　佑
ゆう

也
や

�氏
平成18年７月24日生（15歳）
◦住所　犬上郡多賀町一円
◦多賀町立多賀中学校３年

※令和４年３月１日現在
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稲
荷
神
社
修
復
工
事
の
少
し
前
（
昭
和
五
十
四
年
）、
滋

賀
県
で
は
文
化
財
建
造
物
修
理
工
事
が
県
の
直
営
施
工
か
ら
、

入
札
で
施
工
者
を
決
め
る
請
負
形
式
に
変
更
さ
れ
た
の
を
機

に
、
私
も
県
の
直
庸
大
工
を
退
職
し
て
父
の
工
務
店
に
戻
り

ま
し
た
。
修
復
工
事
を
行
っ
た
の
は
、
そ
の
二
～
三
年
経
過

し
た
私
が
未
だ
三
十
代
後
半
の
頃
で
し
た
。

　
そ
の
当
時
は
夢
中
で
考
え
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後
で

考
え
る
と
、
稲
荷
神
社
修
復
工
事

が
採
用
テ
ス
ト
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
以
来
、
多
賀
大
社
か
ら
は
、
能

舞
殿
半
解
体
修
理
や
、
袴
腰
鐘
楼

新
築
な
ど
、
今
日
迄
に
二
十
数
件

も
の
ご
用
命
を
頂
き
、
四
十
年
間

ほ
ぼ
連
続
し
て
多
賀
の
杜
に
通
わ

せ
て
頂
い
て
居
り
ま
す
。

　
多
賀
大
社
で
の
仕
事
が
ま
た
、

私
達
職
人
に
と
り
ま
し
て
は
格
好

の
修
業
の
場
で
あ
り
ま
し
て
、
毎

日
、
質
の
高
い
建
築
群
に
囲
ま
れ

て
の
仕
事
で
は
、
周
囲
に
在
る
先

達
の
卓
越
し
た
造
形
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
確
認
し
、

感
性
を
磨
い
て
、
自
身
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
、
多
大
で
あ

り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
八
年
の
能
舞
殿
修
理
で
は
、
鏡
の
間
と
橋
掛
り

は
全
解
体
、
舞
台
は
半
解
体
修
理
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

当
時
の
大
口
権
宮
司
様
に
御
紹
介
頂
い
て
、
能
舞
台
に
詳
し

い
靖
国
神
社
の
佐
久
間
金
佐
技
師
の
指
導
を
受
け
に
東
京
迄

出
張
も
致
し
ま
し
た
。
種
々
の
教
示
の
中
で
も
、
鏡
の
間
と

舞
台
の
間
の
橋は

し

掛が
か

り
に
は
「
撥ば

ち

転こ
ろ

び
の
勾
配
」
を
付
け
る
こ

と
を
教
わ
り
ま
し
た
。（
太
鼓
を
打
つ
撥ば

ち

の
元
と
先
の
太
さ

の
違
い
の
勾
配
の
様
に
極
僅
か
な
勾
配
を
付
け
る
こ
と
。
転

び
は
傾
き
を
指
す
。）

第１回

　
私
が
多
賀
大
社
で
初
め
て
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
昭

和
五
十
七
年
初
春
か
ら
着
手
し
、
同
年
五
月
に
完
成
し
た
末

社
の
金
咲
稲
荷
神
社
の
修
復
工
事
か
ら
で
、
令
和
三
年
で
丁

度
四
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
折
し
も
、
建
築
以
来
ず
っ
と
素

木
造
り
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
の
御
社
殿
を
、
昨
年
の
秋
、
更

に
彩
色
さ
せ
て
頂
い
て
、
お
稲
荷
様
ら
し
い
朱
色
の
装
い
と

な
っ
て
お
目
見
得
で
き
た
事
、
感
慨
深
く
思
っ
て
居
ま
す
。

彩色された金咲稲荷神社

能舞殿全体

金咲稲荷神社（素木造り）

水平
撥
ばち

転
ころ

びの勾配
（能舞殿橋掛り）

宮
大
工
　
西
澤
　
政
男
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西
澤
　
政
男
（
に
し
ざ
わ
　
ま
さ
お
）

昭
和
十
九
年
生
ま
れ

・
㈱
西
澤
工
務
店
　
代
表
取
締
役

・
一
級
建
築
士
・
一
級
技
能
士
（
大
工
）

・
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
無
形
文
化
遺
産
」
登
録

　
伝
統
建
築
工
匠
の
会
　
副
会
長

※�

こ
の
度
、
多
賀
大
社
の
社
殿
に
関
わ
る
維
持
・

管
理
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
、
㈱
西
澤
工

務
店 

代
表
取
締
役 

西
澤
政
男
様
に
社
報
へ

の
寄
稿
を
依
頼
し
、
二
回
に
わ
た
り
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　�

西
澤
政
男
様
は
平
成
30
年
の
古
例
大
祭
で
馬

頭
人
を
ご
奉
仕
頂
い
て
お
り
ま
す
。

口
や
駐
車
場
も
無
く
、

川
の
向
こ
う
の
鬱う

っ

蒼そ
う

と
し
た
森
林
の
中
で

四
脚
の
仮
設
の
よ
う

な
朽
ち
果
て
た
鐘
楼

に
吊
ら
れ
て
居
り
ま

し
た
。
こ
の
梵
鐘
は

昭
和
六
十
一
年
に
県

指
定
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
口

径
が
四
尺
二
寸
も
有

る
大
鐘
で
重
量
も
相
当
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
参
拝
者
に
も
歴
史
の
一
端
を
目
で
確
認
し
て
頂
く
に
は
格

好
の
物
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、神
社
の
古
絵
図
を
参
照
し
つ
つ
、

室
町
時
代
に
建
設
さ
れ
て
い
た
も
の
に
近
い
形
で
現
在
の
場

所
に
純
木
造
造
の
鐘
楼
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
因
み
に
、
こ
の
工
事
で
は
相
当
な
重
量
の
あ
る
梵
鐘
を
鐘

楼
新
築
地
ま
で
運
ぶ
の
が
非
常
に
大
変
で
、
途
中
に
在
る
深

く
広
い
川
を
渡
る
の
に
大
変
な
苦
労
を
し
た
事
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
は
末
社
の
天

満
神
社
、
夷え

び
す

神
社
、
御

旅
所
の
祖そ

母ぼ

・
楫か

じ

取と
り

神

社
改
築
と
続
き
、
平
成

十
年
に
は
日
向
神
社
手

水
舎
修
理
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
舞
台
背
後
の
鏡
板
に
「
松
」
の
絵
を
描
い
て
頂

い
た
の
は
、
京
都
の
川か

わ

面も

稜り
ょ
う

一い
ち

画
伯
で
、
後
に
選
定
保
存
技

術
保
持
者
に
選
定
さ
れ
た
方
で
す
。

　
こ
の
時
も
、「
松
の
絵
は
末
永
い
繁
栄
を
願
っ
て
漢
字
の

『
久
』
の
字
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
く
と
形
が
良
く
な
る
」
と

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　
旧
来
の
松
絵
の
鏡
板
は
新
鏡
板
の
保
護
の
為
に
建
具
仕
立

と
し
て
普
段
は
新
鏡
板
の
前
に
仮
に
建
て
込
み
舞
台
使
用
時

の
み
と
り
は
ず
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
次
は
、昭
和
五
十
九
年
末
か
ら
六
十
一
年
春
に
か
け
て「
多

賀
講
創
設
五
百
年
記
念
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
参
集
殿
の

前
に
袴
腰
鐘
楼
を
建
築
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
鐘
楼
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
梵
鐘
は
、
神
仏
習
合
時
代

の
数
少
な
い
遺
品
の
一
つ
で
、
当
時
は
不
動
院
に
備
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
明
治
以
降
は
今
の
参
集
殿
北
の
駐
車
場
の
辺

り
に
在
り
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
未
だ
北
側
の
大
道
や
北
入

多
賀
大
社 

平
成
の
大
造
営

　
平
成
十
一
年
九
月
中
頃
、
こ
の
造
営
計
画
に
つ
い
て
ご
相

談
を
頂
き
、
計
画
を
立
て
る
為
に
先
ず
、
現
状
の
概
略
の
配

置
平
面
図
を
作
る
事
に
な
り
、
そ
の
図
を
作
る
為
に
、
調
査
、

計
測
、
作
図
と
半
年
以
上
を
要
し
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
は

そ
の
図
に
基
づ
い
て
平
成
大
造
営
の
内
容
を
繰
り
返
し
検
討

を
重
ね
、
神
符
授
与
所
や
祈
祷
者
待
合
所
、
舞
女
室
、
便
所

等
は
建
て
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を「
第
一
期
工
事
」と
し
て
実
施
す
る
こ
と
迄
決
ま
っ

た
段
階
で
平
成
十
三
年
に
は
第
一
期
工
事
の
実
施
設
計
、
工

事
監
理
を
神
社
か
ら
専
門
の
設
計
業
者
に
依
頼
さ
れ
て
、

愈
々
こ
の
大
造
営
事
業
は
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
事
と

な
り
ま
し
た
。

旧鏡板

新鏡板

祖母・楫取神社

袴腰鐘楼
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◆
愛
荘
町

丸
橋
　
継
一

髙
橋
　
　
健

石
部
　
甚
人

◆
近
江
八
幡
市

川
嶋
　
嘉
治

◆
大
津
市

井
上
　
栄
一

◆
草
津
市

堤
　
　
徳
弘

牧
野
　
克
美

◆
甲
賀
市

山
本
　
隆
司

堀
井
　
洋
明

藤
橋
　
正
則

藤
橋
　
裕
美

杉
本
　
松
之

中
島
　
武
浩

辻
　
　
佳
行

冨
山
佳
寿
人

秋
野
　
吉
彦

酒
井
　
博
史

蓮
井
　
清
満

廣
瀬
登
志
子

宮
元
　
周
吾

草
野
　
嘉
則

古
川
　
政
博

古
田
　
純
一

大
依
　
久
人

大
久
保
昌
彦

小
林
　
弘
士

山
田
　
正
美

加
納
　
孝
浩

村
田
　
昭
彦

清
水
　
正
樹

草
野
　
嘉
之

宮
元
　
俊
広

髙
木
　
　
護

平
綱
　
育
男

伏
木
　
　
衛

青
木
　
甚
浩

古
山
　
尚
宏

木
村
　
靖
雄

大
橋
　
俊
浩

犬
田
　
　
隆

犬
田
　
博
子

中
西
　
　
潤
　

阿
部
　
清
孝

◆
彦
根
市

柴
谷
　
浩
幸

山
本
　
昭
二

藤
田
　
隆
行

久
木
　
　
均

久
木
加
代
子

田
口
　
定
美

藤
本
　
幸
夫

田
島
　
一
成

若
林
　
勝
利

若
林
由
紀
子

鈴
木
　
文
彦

若
林
　
伸
享

宮
嶋
誠
一
郎

吉
岡
　
秀
郎

鹿
野
　
豪
士

一
圓
　
泰
成

◆
多
賀
町

田
斉
　
道
夫

植
野
　
辰
則

石
田
　
年
幸

北
坂
　
　
仁

平
居
　
　
晋

安
田
　
良
介

藤
井
　
庄
蔵

見
津
　
新
次

◆
長
浜
市

上
田
　
　
猛

中
川
　
善
造

沢
井
　
助
治

富
永
　
一
義

千
田
　
和
夫

林
　
　
章
浩

金
澤
　
慶
司

上
田
　
　
聡

中
尾
　
元
重

中
村
　
繁
樹

前
川
　
健
悟

秋
野
　
　
聡

木
村
　
桂
子

小
嵜
　
　
敦

岸
田
　
孝
史

池
野
　
浩
文

國
友
　
陵
一

米
田
　
直
樹

西
河
　
孝
明

平
川
　
　
潤

野
村
　
義
人

下
村
　
秀
夫

平
谷
由
利
子

森
　
　
宏
子

浅
見
　
幸
則

西
村
　
正
和

◆
東
近
江
市

伊
藤
　
茂
人

上
林
　
繁
久

奥
居
　
　
渉

大
橋
　
恭
介

大
橋
三
貴
子

辻
　
　
忠
宣

辻
　
　
智
子

音
田
　
直
記

清
水
　
一
範

◆
日
野
町

髙
井
晴
一
郎

安
田
　
尚
司

◆
米
原
市

石
河
　
康
久

石
河
真
代
子

◆
野
洲
市

角
出
　
　
昇

二
月
三
日
、
節
分
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
対
策
を
講
じ
神
職
・
還
暦
奉
仕
者
の
み
に
よ
る
祭
祀
と
厄
払
い
神
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

ご
奉
仕
の
ご
縁
を
以
て
節
分
会
員
に
な
ら
れ
た
一
〇
七
名
の
皆
様
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

奉
仕
者
ご
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

❖ 

御 

礼

福
豆
奉
納
　
　
　
　
神
﨑
　
治
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昨
年
、
御
社
殿
朱
塗
事
業
が
竣
功
し
た
金
咲
稲
荷
神
社
に
、

新
た
に
鈴
・
鈴
緒
・
神
前
幕
が
日
野
町
の
中
野
ミ
ー
ト
中
野

傳
氏
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
野
氏
は
、
長
き
に
亘
り
鈴
緒
と
神
前
幕
を
定
期
的
に
奉

納
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
御
社
殿
朱
塗
事
業
を
記
念
し
今
回

は
鈴
も
新
た
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
感
染
症
対
策
と
し
て
、
鈴
振
り
を
休
止
せ
ざ
る
得
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
鈴
の
音
が
稲
荷
の
森
に
響

き
渡
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
金
咲
稲
荷
神
社
を
ご
崇
敬
の
証
と
し
て
鳥
居
奉
納
を
お
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

　
ご
篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
大
鳥
居
の
右
側
に
「
神
社
ナ
ビ
た
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

多
賀
大
社
の
由
来

を
は
じ
め
、
授
与

品
の
事
や
、
祈
祷

の
事
な
ど
多
賀
大

社
の
事
に
つ
い
て

色
々
知
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　
お
参
り
の
際
は

一
度
タ
ッ
チ
し
て

み
て
下
さ
い
。

　
昨
年
末
、
多
賀
町
は
昭
和
56
年
の
五
六
豪
雪

以
来
の
大
雪
と
も
言
わ
れ
る
、
大
型
寒
波
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
境
内
も
膝
上
ほ
ど
の
雪
が
積

も
り
職
員
の
中
に
は
何
時
間
も
歩
い
て
出
社
す

る
な
ど
、
お
正
月
を
控
え
大
変
な
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
何
と
か
お
正
月
を
迎
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
が
、
積
雪
に
よ
り
ご
参
拝
の
皆
様
に
は

多
々
ご
不
便
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
事
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
10
月
21
日
　
当
社
の
崇
敬
会
員
で
あ
る

彦
根
市
の
茶
木
利
男
氏
よ
り
、
真
心
籠
る
多
額

の
ご
浄
財
を
賜
り
ま
し
た
。
ご
篤
志
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
末
永
く
お
多
賀
さ
ま
の

ご
神
徳
を
お
受
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
稲
荷
社
鳥
居
参
道
の
奉
納
箇
所
が
す
べ
て
納
ま
り
ま

し
た
為
、
今
回
の
ご
奉
納
を
も
っ
て
新
規
受
付
を
一
先
ず
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
改
め
て
、
皆
様
方
の
ご
篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

金
咲
稲
荷
神
社　

鈴
・
鈴
緒
・
神
前
幕
ご
奉
納

金
咲
稲
荷
神
社　

鳥
居
ご
奉
納

「
神
社
ナ
ビ
た
」

　

ご
存
じ
で
す
か
？

年
末
寒
波
襲
来

高
額
奉
納
者

富
田
林
市

Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
㈱�

福
田 

安
秀 

様

三
重
郡 

朝
日
町

㈱
葛
牧
工
業

代
表
取
締
役

葛
巻 

錠
治 

様

湖
南
市

北
斗
産
業
㈱�

園
田 

英
樹 

様

7

多
賀
の
杜
か
ら



　
古
く
か
ら
お
多
賀
さ
ん
名
物
と

し
て
親
し
ま
れ
る
「
莚
寿
お
こ
し
」

を
、
境
内
景
観
を
描
い
た
箱
に
包

み
「
多
賀
絵
巻
　
莚
寿
お
こ
し
」

と
し
て
新
た
に
授
与
を
開
始
致
し

ま
し
た
。

　
固
い
イ
メ
ー
ジ
の
お
こ
し
で
す

が
、
ソ
フ
ト
お
こ
し
に
変
更
を
施
し
、
老
若
男
女
問
わ
ず
お
い
し
く

お
召
し
上
が
り
頂
け
る
よ
う
、
改
良
を
加
え
ま
し
た
。

　
お
多
賀
さ
ん
に
お
こ
し

4

4

4

の
際
は
、
莚
寿
お
こ
し

4

4

4

を
ぜ
ひ
お
受
け
頂

き
、
ご
賞
味
下
さ
い
。�

初
穂
料　

５
０
０
円

春
の
宝
物
展『�

調
馬
厩
馬
図
屏
風�

』

参
拝
記
念
に
い
か
が
で
す
か

莚
寿
祭
の
ご
案
内

人　

事

〒522-0341 滋賀県犬上郡多賀町多賀 604
tel.0749-48-1101　　fax.0749-48-1105
 info@tagataisya.or.jp

http://www.tagataisya.or.jp

多賀大社 検 索

@tagataisya.official @tagataisya

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
防
止
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
マ
ス
ク
を
着
け
た
日
常
生
活
が
当
た
り
前
と
な
り

ま
し
た
。
は
た
し
て
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
は
マ
ス
ク
を
外
し

て
日
常
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
言
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
今
ま
で
当
た
り
前
で
な
か
っ
た
事
が
当
た
り
前
に

な
り
、
当
た
り
前
で
あ
っ
た
事
が
当
た
り
前
で
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
信
仰
形
態
や
伝
統
文
化
に
お
い
て
も
そ
の
風
潮
が
見
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
が
信
仰
心
や
伝
統
文
化
を
護
り
繋
い
で
行
く
も

の
と
な
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
薄
れ
て
し
ま
う
も
の
と
な

ら
な
い
よ
う
我
々
の
選
択
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
気
が

致
し
ま
す
。

記

後

集

編

令
和
四
年 

五
月
二
日（
月
）～
五
日（
木
）

�

拝
観
料
　
五
〇
〇
円

　
当
社
所
有
の
国
の
重
要
文
化
財
『
調

馬
厩
馬
図
屏
風
』
が
特
別
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
屏
風
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
も
の

で
、
作
者
不
詳
な
が
ら
、
豪
壮
で
力
強
い

画
法
か
ら
狩
野
派
の
然
る
べ
き
名
手
の
手

に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
調
馬
図
の
茶
席
の
主
人
が
千
利

休
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
目

し
て
み
て
下
さ
い
。

退　

職

　
　【
出

　

仕
】�

　
吉
田
　
　
皓�
（
令
和
三
年
十
一
月
三
十
日
付
）

　
　【
舞
女
兼
事
務
員
】�

　
櫻
　
　
夢
花�

（
令
和
三
年
十
二
月
十
五
日
付
）

採　

用

　
　【
技

　

手
】�

　
野
口
　
典
秀�

（
令
和
三
年
十
二
月
三
十
日
付
）

崇敬会年会費
納付時のお知らせ

㈱ゆうちょ銀行では、
令和４年１月17日よ
り、郵便局での現金納
付に対して一律１１０
円の自己負担金が必要
となりました。会員の
皆様には自己負担金の
掛からないコンビニで
の会費納付をおすすめ
致します。

年
　
齢

該
当
年

祭
典
日

古
稀

70
歳

昭
和
28
年
生

10
月
13
日（
木
）

喜
寿

77
歳

昭
和
21
年
生

５
月
13
日（
金
）

傘
寿

80
歳

昭
和
18
年
生

９
月
16
日（
金
）

米
寿

88
歳

昭
和
10
年
生

５
月
28
日（
土
）

金
婚

結
婚
50
年

昭
和
48（
も
し
く
は
47
）年
に

結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

７
月
２
日（
土
）

※�

事
前
の
ご
予
約
が
必
要
で
す
。
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
延
期
ま
た
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


